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2021年シンポジウム　栄養評価について

要 旨 重症心身障害児（者）は，脳性小児麻痺や各神経疾患，障害により身体活動が少なく，
摂食・嚥下障害を併発しやすいことから，各種栄養素の過不足が生じやすく，栄養管

理に難渋する場合が少なくない．そのため，国立病院機構釜石病院では，慢性期型の栄養サポー
トチーム（NST）活動を継続しながら，身体活動が少ない重症心身障害児（者）に対する栄養
評価として，体組成，微量元素，排便状況の栄養評価を行い，患者個々の状態に合わせた栄養管
理に取り組んでいる．
　体組成に基づく栄養評価・栄養管理では，生体電気インピーダンス法にて体組成を経時的に測
定・評価し各種栄養量を調整する栄養管理を継続している．身体活動量が少ないことから，除脂
肪量を増量するのは困難であり，体脂肪量や内臓脂肪量が増加しやすい状態であったが，体組成
に基づいた栄養管理により，除脂肪量の減少を抑え，内臓脂肪過多を改善できた．微量元素につ
いては，静脈・経管栄養などで欠乏しやすいセレンに着目して調査し，セレン摂取量が充足して
いた経口摂取患者でセレンの欠乏が明らかになったが，補助食品による補給でセレン欠乏が有意
に改善した．また，排便コントロールを目的に水溶性食物繊維を付加すると，排便回数や下剤，
浣腸の使用が減少し，排便状況の改善が認められた．
　以上より，重症心身障害児（者）は，除脂肪量が少なく体脂肪量や内臓脂肪量が多い身体組成
から低栄養や過栄養のリスクが高い上に，セレンなどの微量元素が不足しやすく，便秘を慢性的
に抱えている状況であった．そのため，従来からの体重測定や血液検査，食事摂取量のみならず，
体組成や微量元素，排便状況なども定期的に測定し，患者個々の状態にあった栄養計画を立案・
実行しながら慢性期型NSTも活用していくことが，重症心身障害児（者）の栄養評価・栄養管
理に有用であると考えられた．
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